
Ve1,1No.1 i翼手類 の腎齢≧の持異性について (71)45

翼手類の腎臓の特異性についで

吉 村 了不 二 夫

(信州大学助教授 医学部)

翼 手 類 の 腎 臓 が 一 般 の 哺 乳 動 物 の それ と は異 な る所 が あ り,寧 ろ 二 三 の 点 で 鳥類 と似

る と とは生 態 学 的 に大V・に興 味 が あ るが,今 まで の と とろ と の こ と を指 摘 した丈 献 をみ

な い 。 また この 他 に も翼 手 類 の腎 臓 に はか な り特 殊 と思 はれ る所見 が あ るので こ 製で 一

応 ま と めて み る。

キ ク ガ シ ラ コウ モ リRh五 且010p加sfe買u難 一eq磁 難 搬,コ キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ

Rh並 ◎iop・cor鋤tiusは10月 及 び1月(冬 眠 中)に 採 集 した もの,ア ブ ラ コウモ リ

P五pisterusabramus及 び ユ ビナ ガ コウ モ リMiniophte灘ssc睡eibersiilaponicae

は何 れ も1月(・ 冬眠 申)に 探 集 した もの,ウ サ ギ コウモ リP且eco榔sauritusLi且aeus

は5月 に 探 集 した もの を用 い,H.E染 色,Va簾 一9至eso皿 氏 染 色,Heide面a雄 の鉄

ヘ マ 耳・キ シ リン染 色 を施 した 。 対 照 と して鳥 類 で は 山 バ ト,家 鶏,ス ズ メ,ア ヒル,ウ

ソ,ヒ ヨ ド リを,醤 歯 類 で は家 兎,モ ル モ ツ ト,栗 扇,信 州 産 ムサ サ ビPe訟 覆istale覗co一

鋼ys,食 肉 類 で は犬 及 び 猫 蝕 類 で は モ グ ラM。9・mw・g…aの 腎 臓 を用 ぴ,F同

檬 の 染 色 を施 して 比較 した。
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コ ウモ リの 腎臓 を腎 門 を とお つ て 前頭 断 す る と乳 頭 が 腎 門 の 外 まで も突 出 す る の をみ

るが,特 に ア ブ ラ コウモ リで は著 し く尿 管 の 中 まで入 り込 む(図1)。 また 腎 門 を とほ

、
図2で は孚頗 が腎臓の深 くにあつて腎rrま で出

*本 研究の一部は昭和25年慶文部省科学研究費によつた9
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るものは少い。私のみた動物の中ではfe　Sh例外的に

ドブ鼠の乳頭のみが長い（図2）。一方鳥類では極　　○

めて長く伸びて，この部分を．Moellendorff’は髄

円柱Markzylinderと呼んだ。髄円柱が横断され　○

ると島のように浮〃でいる（図4）g　；ウ．テリ孝ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oth
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt裂隙
ブ鼠の腎臓はまつこの点で鳥類のものと似る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　コウモリの乳頭では上皮性の孚願管がぎっしりつ

効澗質瀕め砂い・ところが　音区喉歯類や○○
食肉類の乳頭では闇質が多く，璋三白勺小さ縛頗管
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
が点々としてみえる程度である。超歯類の申でも大

黒蛍，栗皐，ドブ鼠は間質が少く乳頭管がつまって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　襲
いるqとの点はコウモリと似る。

　コ身モリ㊧乳頭管では冬眠中のものに劇犬の糸粒

体や三三体が散在する。また三月拝隼のものではそ

の外帯に凝ける集合部に管腔に膨隆する球状の暗V・
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細胞がある。tのものは点状の糸粒体に富むが，冬眠中のものではそ（？細胞が一そう信
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　　　　　　　　　　　　　　図5　　　1・　1・・：≦、明る枢別は容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　易である（図5）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厩　　．ζの特殊の所見はア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛三方ψ紗で膜

愈　遭難＿一、一ノ1轡r型白悔お（職
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コヴ纏り腎臓のも

　　　　　　　　　　　　　図　δ　　　　　　　　　、　．　うr一つの特徴は腎杯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がいわゆる弓隆部か

ら分岐して頬の奥まで細く裂隙状に入り込むととである（図挑墨9検べ嫌三三．

物の中で～回れに近V構造を備えているのはドブ鼠だけであるが∫老め裂醸はコウモリの

ものよりは，はるかに短い。哺乳動物の腎隔壁の上皮は普通内壁が2暦または軍展の円

柱上皮・外壁が移行上皮である。コウモリでは内壁の尖三人飾野では晦の円柱上皮

である鯛三三部に近づくと急に低くなり輩層の立方上皮とな鉱裂隙部では極めて低

い扁卒上皮でその原形質は殆どみえないほどである。所々に細長い楕円形の核が腎杯中

に膨隆する。外壁の上皮は戻管の近くでは移行上皮で，弓隆部に近づくと軍暦円柱上皮に

なり，更に裂隙部では扁手上皮となるQまたドブ肺）腎杯内壁の大部分と裂隙部は輩層
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　の円柱上皮で・外壁の移行上皮は弓隆部で裂隙部の円柱上皮に移行する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図　　7　　　　　　帰ρ『ヂ

　　鳥類の腎臓の特徴の一つとしてジ腎臓表面のある肝所から狡い裂隙が深くまで入り込

　むことが挙げられる。この裂隙は鳥類の種類によって発達の程度に差があるが，ハトで

　は最も著明である。とのものは髄円柱の周囲をとり囲み（図4）s．～二xで盲端に終る。し

　たがってζの裂隙は早手類の乳頭周囲の腎杯に相当せす，また弓隆部より優入する裂隙

　にも相当しない。それ，にもかxはらす乳頭0周囲塗とり暫く、点では前者に，典型的な内

　皮で被はれる点では後者に似ている。

　　尿管壁の内空外輪の筋層は腎丹羽に伸びるが，こXではその配動が不規則で互に移行

しその走行を決める4とはむつかしい．鵬は次第響くなる．そして弓隆部には婦

，羅滑筋の集団が横断せられる（図7）。　これは恐らく乳頭を輪状に囲むも¢）であらう。

　との輪状筋は腎杯の申に膨隆しその所に限って移行上皮が被っている。ドブ鼠の回忌部

の鵬賜杯壁のものよ曹達がよいが，蹄の中には膨隆せす，また移行上皮力1限局

　的に被ってない。鳥類では尿管の雫滑筋は次第に減弱し髄円柱では殆どみられない。ま

　た翼勾留にみるような輪状筋も認められない。

　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　　察

　　Van　den　B・eck・V・n　e・・dt・Hir・chは⇒モリの孚癩は円鱗分雌すると蓮

　べたが，これが尿管までも伸びることやドブ鼠の乳頭の長いととを従来記載した人がな

　悟ようである。これが如何なう意昧をもつかは不明であるが，乳頭が長いととは集合部

　と乳頭管の尿細管全長に鮒する割合が大であるごとを考えさせる。乳頭には闇質が少く

　て割合に太い累霜野が密集するとと，そ：の固有の上皮細胞に塗冬眠中に糸粒体や三三体

が現齢るこお外帯にある集合部には特別の細胞があるζと等から，．こρ紛が哲

の鞘で旧く徹薮な三田って幡のではないかと巌恥集合三三の細
胞ir飾璽・Sc卑ゆw・・Egi…h・ff　St・ig…鈴木・A・d・・1・wig・ch，　Ok・kl・，

Lauda及びRezek等が記載したカ…ウモ．りについて鰭恥た人がないようであ

　為。私は多くの哺乳勲物について一括発表する予定であるが，コウモリではこx、に変粒

　体が欝回することが特畢である・なお鳥類では変粒体が密集せす，老玲所見は一般の哺

孚鋤物と似て幡ので・上述の点は飛紐は酵の臨がな檸ろ鋸欄係のあ紋
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　　とかもしれなV・o

　　　腎杯に一度排出された尿成分が再吸牧されると云う説が一部の人々によって唱へられ

　　てV・る。捌出した人の腎孟に造影剤を注入してレ線撮影する際のいわゆる三三外回三三

　　が伺を意味するかについては種々の説明が加えられた。H三nman及び聡e－BrO宙n，

　　FUtchs及びNarath．は正常時でも尿細管や錐体間結合組織内に逆流現象があり・また

　　時には何等かの原因で弓隆部に破損イ固所を生じセ錐体間結合組織に逆流現象が起きると

　　唱えた。Fuchsはこのことを：形態学的に論じてv・る。帥ち氏は家兎の弓隆部の上皮は

　　四三円柱上皮であるが，細胞闇に裂孔のない内皮状の配列をなしていて，この部に生理

　　的に上皮の欠損部ができとxから尿成分が再吸牧されると云った。tの破損部位は図で

　　示されたが，果して弓隆部が生理的に破損するのか或いは標本作製時（パラフィン包埋）

　　に人工的に破損したかわれわれには充分には納得がゆかない。私の七・イヂン包埋によ

・　　る家兎の標本ではこのような破損部位をみなかった。また勲chsは破損揚油の修復に

　　ついて言及してない。とのことは重要なこと玉考える。

　　　弓隆部にみた輪状筋は恐らくHenleのM．　sphincter　paplllaeであらう。と．の筋

　　は一般の哺乳動物では腎杯壁の中にあるが，コウモリでは腎杯の中にとび出て“一る。ま

　　たこの筋は発く独立した筋であるか，Muschatの云うように螺：適状みものであるか断

　　定できない。・この筋はWeste油oefer，　Muschatによって尿の排出に役立つものと考

　　えられたが，Fuchsは弓懸部の：再寂寂に役立つものと蓮べた。私は輪状筋の特徴腎臓

　　裂隙部の状態等から腎杯の再面諭機転がコウモリでは比較的面明のつぎやすい形態をし

　　ていると思う。輪状筋は恰も袋の入口をしめる紐のようで，また袋の壁は非常に薄くで

　　きている。さうすると一定の内圧のもとで尿成分が内皮を通して再吸牧されることが二

　　応急えられる。それ故コウモリでぼとの筋はFuchsの主張のごとく再吸牧機転と関係

　　づけられる可能性がある。

　　　最後にコウモリやドナ鼠の腎虚及びその虚心部と，鳥類の楠円柱周囲の裂隙とは本質

　　的には全く別のものであって，後者には尿成分が排出されない。しかし祠者とも腎臓b』

　　深くまで入り込むことは一致する。翻歯類の中でもドブ鼠の乳頭だけが長く，一室ので

　　ぎるムササビの乳頭がかえって短いととは興味がある。

　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　語

　　　1．　コウモリの乳頭は尿管の中まで長く伸びる。趨歯類の中ではドブ鼠の乳頭が例外

　　的に長い。鳥類の乳頭も長く伸びて髄円柱と呼ばれる。

　　　2．1鯛採集のキクガシラコウモリの外帯における集合部には暗い特殊の細胞があ

　　る6’冬眠中のものでは特に著しく管腔にふくらみ変粒体が密集する。ヒ．の所見はアプラ

　　コヴモリでも著しい。　　　　　　　　　　ttt　　l

　　　3．taウ些ワの奢杯は弓隆部から更に潔く分岐して裂隙状に入り送む。こXでほ薄い

　　一二雫上皮が被う。ドブ鼠でも浅い裂隙があるが，こXは円柱L皮が被う6

　　　4．　コウモリの腎杯外壁の弓隆部には内腔に膨隆する輪駅筋がある。とれは恐らく

　　Hen夏eのM．　sphincter”papillaeであらう。との筋の所では限局的に移行王皮が被う。

　　ドブ鼠ではヒの筋の形態は幾分異なる。
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5・囁一裂隙部め上皮構造と弓隆部の輪状筋 とは腎杯の再吸牧設を読明するに適 した所見

である。但 し実際に再吸牧 されているか否かは形態学のみでは決せられない。=

6・ 腎杯の裂縢郡 と鳥類の髄円柱瑚囲の裂隙 とは本質的には別個のものであるが,そ

の形や とれ を被 う上皮等共通する所がある。

On the Specialities of the Chiropteran Kidney

By

Fujio  YOSHIMURA.

 It's very oeclogically interesting that the kidney of the chiroptera is diffe -
rent from that of the mammalia, rather similar to that of  the  ayes at several 

 respects  ; moreover  in  my studies there were some special  findings  about it . 
so I adjusted in the  essay ..  Materials were Rhinolophus ferrum-equinum , 
Rhinolop. cornutis, Pipisterus abramus,  Miniophtereus schreibersii japonicae 

and Plecotus auritus Lineaus. I compared them with the  ayes , rodentia and 
carnivora concering the  structure of the  kidney . 

 The papilla of chiropteran kidney extends longly to  ureter; it resembles 

to  the  medulary cylinder of the  ayes.  On  the sagittal plane through the hilus it 

floats as an island in the calyx  renalis, which enters deeply into the parenchym 

and forms a split covered with the thin epithelium on  its  surface . This split 
is essetially different from that around the medulary cylider of the  ayes

, 
but resemble each other in their structures . M. sphincter papillae  rises into the 
lumina of the calyx at the fornix ; so-called reabsorption theory of the 

calyx renalis may be easily explained by these morphological studies of the 

chiropteran kidney. There are special cells in the epithelium of the collecting 

tube at the outer zone of the chiropteran kidney . 
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